
令和６年度　浜松市教育研究会　第２回研修会　開催要項

研究部 発　表　者 助　言　者 会　　場 駐車場

校
 
長

7月30日（火）
午後２時00分

午
後

浜松市教育会館 141台

園
 
長

7月24日（水）
午前９時15分

午
前

浜松市教育会館 56台

教
　
頭

7月29日（月）

午前９時00分

午
前

浜松市教育会館 150台

教
務
主
任

８月５日（月）
午前９時00分

午
前

みをつくし文化センター 150台

研
修
主
任

８月５日（月）
午前９時00分

午
前

浜松市教育センター 150台

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

コースごとに指定の場所
へ駐車した後、研修会場
へ移動してください。

午
後

みをつくし文化センター

中
社
会
科

８月１日（木）
午前９時30分

（一部午後まで）

午
前

①博物館
②復興記念館
③丸塚中
④浜名中→天空の館・
　　　浜松ワインセラー

①30台
②50台
③40台
④30台

算
数
科

８月１日（木）
午後１時00分

午
後

庄内学園　教諭
　矢島　ひとみ

中川小　教諭
　鷲山　莉奈

神久呂小　教頭
　高倉　健二
　
中川小　教頭
　勝永　昌宏

浜松市教育会館 150台

数
学
科

８月１日（木）
午前９時00分

午
前

東陽中　教諭
　髙橋　聡
可美中　教諭
　永田　隆介
清竜中　教諭
　金本　浩行

浜松市教育会館 160台

300台

浜松市教育会館 150台

120台

国
語
科

８月１日（木）

午前９時30分

書
写

８月２日（金）
午前９時00分

　講義「席書コンクール課題文字指導のポイント」
　講師　静岡県書写書道振興会理事長　　中澤　 功  氏

　児童生徒書写作品コンクール審査

【臨地研修】
　①浜松市博物館見学
　　講師　浜松市博物館指導主事
　②浜松復興記念館見学
　　講師　浜松市遺族会　代表　大石　功　氏
　③多文化共生に関する演習
　　講師　東京未来大学講師　中澤　純一　氏
　④地域おこしに関する見学
　　講師　限界集落「天空の館」　代表　山本　六二郎　氏

１　講演会
　　演題　「子どもの学力差に応じる算数授業のつくり方
　　　　　　　～数学的な見方・考え方をいかにして育むか～」
　　講師　筑波大学附属小学校・共愛学園前橋国際大学　大野　桂　氏

２　実践発表と協議

小
社
会
科

〇全体会
〇研究発表
〇講話「個別と協働のよさを生かす豊かな数学科の指導と評価」
　講師　鳴門教育大学准教授　藤原　大樹　氏

会場の収容人数、駐車場に限りがあるため、登録研究部（教科１、領域１）にのみ参加をお願いします。

８月１日（木）
午前９時30分

【臨地研修】
　○気賀関所
　○歴史民俗資料館
　○地域遺産センター
　○天白磐座遺跡

〇実践発表
　初生小　大木　健太郎　教諭
〇講話
　講師　大阪青山大学准教授　服部　太　氏

１　講話
　「国語科における「自己調整」と学習構想の工夫」（仮）
　　講師　常葉大学教授　中村　孝一　氏

日　　時 研　　修　　内　　容

講演
演題「校長先生、しあわせですか？」
講師　学校法人　湘南学園理事長　住田　昌治　氏

１　講話　「職員の育成と指導の在り方」
　　講師　静岡県幼児教育センター　幼児教育支援員　大村　千容子　氏
　　　　　静岡県幼児教育サポートチーム
                   　   　　　　　　　　 元静岡市立こども園長　成瀬　由美子　氏

２　グループ協議
　　４つの視点に沿った各園の現状と課題について協議

１　講話
　　演題「働き方改革と働きがい改革」
　　講師　愛媛大学大学院教育学研究科教授　露口　健司　氏

２　部会別研修

〇講話
　演題「(仮)アサーティブ　自他尊重のコミュニケーション」
　講師　NPO法人アサーティブジャパン認定講師　谷澤 久美子 氏

〇教務主任実技研修
　テーマ「定数、加配等について」
　講師　浜松市教育委員会　教職員課　平田　典久　指導主事

〇情報交換

○講話　浜松市教育長　宮﨑　正　様

○グループ協議
・教育長の講話を受けての感想・質問等
・自校の夏季校内研修について
・校内研修の推進方法について　 等

浜松市総合産業展示館

２　ブロック別研修
　　実践発表及びグループ協議
　　授業研究　指導案検討

別表



研究部 発　表　者 助　言　者 会　　場 駐車場日　　時 研　　修　　内　　容

８月１日（木）
 

午前９時30分
（終日）

１
ブ
ロ
ッ
ク

１
・
２
部
会

１　実践発表及び協議
　「理科の本質にせまる単元構想の工夫」
　　蜆塚中　近藤　崇之　教諭
２　ワークショップ
３　施設
４　情報交換

蜆塚中　教諭
　近藤　崇之

蜆塚中　校長
　羽生　和斉

浜松防災学習センター
はまぼ～や

45台

各校１台

８月１日（木）
　

午前９時00分
（終日）

２
ブ
ロ
ッ
ク

３
・
４
部
会

１　実践発表及び協議
　「将来へつながる学びができる生徒を育てる理科学習
　　～キャリア教育の視点を取り入れた導入とふり返りの工夫～」
　　笠井中　青木　通晃　教諭
２　理科教材研修
３　科学工作

笠井中　教諭
　青木　通晃

和田小　校長
　横井　靖二

南の星小
35台

各校１台

８月１日（木）

午前９時15分
（終日）

３
ブ
ロ
ッ
ク

５
・
８
部
会

１　実践発表及び協議
　「理科の学びを日常生活に結び付けて考える授業の工夫
　　～教科の問いを抑えて単元を考える～」
　　北浜東部中　鈴木　宏定　教諭
２　ガイダンス
３　フィールドワーク

北浜東部中　教諭
　鈴木　宏定

麁玉小　校長
　河内　浩

浜北森林公園
　森の家大研修室

50台

８月１日（木）

午前９時30分
（終日）

４
ブ
ロ
ッ
ク

６
・
７
部
会

１　実践発表及び協議
　「主体的・対話的で深い学びに向けて
　　　～ICTを活用した小学校６年「てこのはたらき」の実践を通して～」
　　奥山小　加納　史浩　教諭
２　防災・減災について考える
　　講師　応用物理学会
３　竜ヶ岩洞見学

奥山小　教諭
　加納　史浩

引佐南部中　校長
　阪井小百合

【午前】
　中川小

【午後】
　竜ヶ岩洞

60台

午
前

城北小　教諭
　佐々木　琳
中郡小　教諭
　浦部　草号江

新原小　校長
　中村　憲司

午
後

午
前

佐久間中　教諭
　森本 美穂子
春野中　教諭
　來住　訓世

浜松市教育センター
指導主事
　鈴木　絵美子　氏

午
後

（１・６部会）「立体・けずってみつけたいい形」
　　　　 講師　富塚西小　占部　儀和　教諭
　　　　　　　 葵西小　　本庄　美絵　教諭

村櫛小 校長
　今田　徹

村櫛小 33台

（３・４部会）「立体・だんボールの形をかえて」
　　　　 講師　和田小　　村嶋　努　　教諭
　　　　　　　 篠原小　　小林　七海　教諭

内野小 校長
　伊熊　周

内野小 23台

（２・７部会）「工作・わりピンワールド」
　　　　 講師　富塚小　　堀内　寛恵　教諭
　　　　　　　 有玉小　　青嶋　友紀　教諭

西気賀小 校長
　村松　昌彦

西気賀小 30台

（５・８部会）「立体・けずってみつけたいい形」
　　　　 講師　中ノ町小　有川　貴子　教諭

佐久間小 校長
　平野　直孝

佐久間小 22台

午
前

午
後

神久呂中　教諭
　近藤　充

天竜中　教諭
　伊藤　俊亮

午
前

可美小　教諭
　杉本　朱里
和地小　教諭
　大谷　彩乃
浜北北部中　教諭
　松下　千裕

午
後

午
前

可美小　教諭
　杉本　朱里
和地小　教諭
　大谷　彩乃
浜北北部中　教諭
　松下　千裕

午
後

中
家
庭
科

８月２日（金）
午前９時30分

美
術
科

小
家
庭
科

８月２日（金）
午前９時30分

雄踏中 40台

実技研修 「生物育成の技術」教材研究実習
　　講師　富塚中　加賀爪　さやか　教諭
　　講師　与進中　原田　耕作　　　教諭

実践発表 「材料と加工の技術」教材研究

実践発表 「ガイダンス　評価・評定」研究

公共交通
機関を御
利用くだ
さい。

50台

実
技
研
修

34台

福祉交流センター

〇小中合同研修
　講話（浜松市くらしのセンター　山田　真代子　氏）
　実践発表
　小中情報交換会

８月２日（金）
午後1時00分

浜松市教育センター

生
活
科

音
楽
科

８月２日（金）

午前10時00分

１　実践発表と協議
　　主体性を高める小規模校音楽科の実践
　　～「生徒が主演教師が助演　実はしっかりと脚本がある授業」を目指して～

図
画
工
作
科

２　実技研修
（１）合唱指導講座
　　　「合唱に下手はいない」～発声から表現まで～
　　　講師　作曲家・合唱指導者　富澤　裕　氏
（２）音楽鑑賞指導講座
　　　「音や音楽からの実感による音楽鑑賞指導の方法」
　　　講師　武蔵野音楽大学　講師　山崎　正彦氏

午
後

〇　講演
　　演題　「対象とのかかわりを深め、自分自身の成長につなげる生活科
　　　　　　　　　授業の創造　　―気付きの質が高まる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学びのストーリーの構想を中心に―」
　　講師　愛知教育大学教授　加納　誠司　氏

〇　実践発表、協議
　・「たのしい　あき　いっぱい」の実践を通して
　・「もっと　なかよし　まちたんけん」の実践を通して

〇　実技研修「生活科の授業で使えるおもちゃ作り」
　　講師　浜松市科学館チーフエデュケーター　上野　元嗣　氏

８月１日（木）

午前９時00分

技
術
科

井伊谷小　校長
　芦田　康宏

８月２日（水）
午前９時00分

理
科

〇中学校のみの研修
　模擬授業
　指導案検討会

100台

90台

協議
　今後の美術の題材について
　　～学習指導要領を基に授業改善を考える～

８月２日（金）
午前９時00分

東部中

浜松市教育センター

終
日

〇小中合同研修
　講話（浜松市くらしのセンター　山田　真代子　氏）
　実践発表
　小中情報交換会

〇小学校のみの研修
　実技研修

浜松市教育センター

演習　「水彩絵の具を使った指導方法」
　　　  講師　村越　なみ子　氏



研究部 発　表　者 助　言　者 会　　場 駐車場日　　時 研　　修　　内　　容

保
健
体
育
科

８月２日（金）
午前９時00分

終
日

蜆塚中　教諭
　今明　大地

篠原小　教諭
　髙橋　嘉一郎

東陽中　校長
　中野　敬之

東小　校長
　大石　泰三

細江中 300台

終
日

１,２部会…西小
３,４部会…積志小
５,８部会…伎倍小
６,７部会…和地小

25台
25台
25台
25台

終
日

浜松市総合産業展示館 200台

午
前

140台

午
後

30台

午
前

午
後

特
別
活
動

８月５日（月）

午前９時00分

終
日

浜松中部学園
教諭
　大高　一真

西気賀小　校長
　村松　昌彦

浜松卸商センター
アルラ

100台

午
前

浜松市教育会館 231台

午
後

１～４部会・６～８部会
浜松市教育会館

５部会：浜名小

206台

25台

午
前

〇講話 「保健室経営の充実について」
　講師　磐田市立磐田第一中　　田邉　惠子　養護教諭
〇職務の標準化に向けての研修

午
後

〇講話 「支援が必要な児童生徒や保護者対応について」
　講師　中部小　袴田　暁広　教頭
〇中学校区別研修

午
前

〇講話 「保健学習について（避難所運営と養護教諭の関わり）」
　講師　静岡大学教育学部附属浜松中　松本　和也　教諭

午
後

〇養護教諭のICT活用について
〇職務の標準化に向けての研修
〇日常職務についての情報交換

午
前

〇保健室訪問（東陽中、南の星小）
〇校種別研修

東陽中
南の星小

午
後

〇講話 「学校における医療的ケアの実態」
　講師　新津小　生熊　佐織　看護師
〇職務の標準化に向けての研修
〇中学校区別研修

新津小

午
前

○講話 「発達支援教育と養護教諭の関わり」
　講師　積志小　ＬＤ通級　藤田　和見　教諭

午
後

○職務の標準化に向けての研修
○保健室物品紹介
○各校の取り組みについての情報交換

午
前

〇講話と実技 「保健室掲示に生かせるアート書道」
　講師　書道研究　洪鷺会　白柳　秀祐　氏
〇職務の標準化に向けての研修

午
後

〇保健室訪問（北浜東部中）
〇保健室備品及び消耗品の検討
〇日常職務についての情報交換

可美公園総合センター

新津中　校長
　平野　敦子

北浜北小　校長
　中村　則和

三ヶ日文化ホール

養
護
教
諭

８月１日（木）
午前９時00分

学
校
保
健

８月５日（月）
午前９時00分

１　全体会
（１）実践発表（２部会）
　　「子供たちの自己管理能力を高める健康教育」
（２）講演会
　　〇講師　玉川大学教授　原田　眞理　氏

２ 部会別研修
　
　　○各部会で研修テーマに沿った研究協議

〇講義 「特別活動の充実について」
　講師 　國學院大學教授　杉田　洋　氏
〇実践発表と協議
　浜松中部学園（中等部）大高　一真　教諭
　　～自分の気持ちを素直に表現し、
     よりよい集団の構築を図ることのできる学級づくりを目指して～
〇グループ協議①
　～円滑な話し合い活動を行うために～
　～合意形成に向けた担任の役割とは～
〇グループ協議②
　第３回市教研に向けた授業プラン検討

１
部
会

浜松中部学園

２
部
会

泉小

３
部
会

４
部
会

積志小

第３回研修会のためのブロック別授業研究

　※顧問校長、部長、正副ブロック長、運営委員、
　　授業校道徳主任、授業者が参加

講話（ワークショップを含む）
演題「未定」
講師　愛知淑徳大学文学部准教授
　　　文部科学省初等中等教育教育課程課教科調査官　加藤　智　氏

21台

20台

21台

18台

22台

190台

外
国
語
科

８月２日（金）
午前９時15分

【小学校】
○演題「スピーキングクエストとCHALLENGE ENGLISH FOR SCHOOL、
　　　　　　　　　　オクリンクプラスの使い方と効果的な実践」
　講師　ベネッセコーポレーション　山本　大貴　氏
○デジタル教科書演習
○評価に関する情報交換
○指導案検討

道
徳
科

８月５日（月）
午前９時30分

～
午前12時00分

午後１時30分
～

午後４時30分

講話「深い学びを実現する道徳科の授業づくり」
講師　畿央大学教授　島　恒生　氏

【中学校】
○演題「外国語指導における小中連携」
　講師　浜松中部学園　星宮　ちさと　教頭
○テーマ別研修（テスト問題、デジタル教科書、表現活動）
○指導案検討

総
合
的
な
学
習

８月５日（月）
午前10時00分～

実践発表と協議
①　城北小　今井　省吾　教諭（泉小　河合　奈津子　教諭）

②　篠原小　長谷川　大祐　教諭（篠原小　鈴木　湧万　教諭）

１）全体会
　　はじめの言葉
　　顧問校長挨拶
２）講題 「未定」
　　講師　浜松市教育センター　中津川　麻美　指導主事
３）演題 「体育科・保健体育科における深い学びとは」
　　講師　日本女子体育大学　教授　高橋　修一　氏
４）令和５年度授業実践発表
５）部会別指導案検討会
６）全体会
　　指導講評

５
部
会

北浜東部中



研究部 発　表　者 助　言　者 会　　場 駐車場日　　時 研　　修　　内　　容

午
前

〇実技 「養護教諭の職務がスムーズになるICT研修」
　講師　雄踏小　中村　貴之 教諭

午
後

〇職務の標準化に向けての研修
〇教職員健康診断について
〇日常の職務について情報交換（中学校区別、校種別）

午
前

〇保健室登校、別室登校等の養護教諭の関わりについて
・各校の対応場所、便利グッズ・お勧めグッズの紹介等

午
後

〇講話 「自分を大切に－思春期教室から－」
　講師　浜松市助産師会　助産師
〇職務の標準化に向けての研修
〇中学校区別研修

午
前

〇講話 「中山間地域小規模校の危機管理と養護教諭の役割」
　講師　北浜東小　田中　公子　教諭

午
後

〇保健室訪問（清竜中）
〇日常職務の情報交換
〇職務の標準化に向けての研修

発
達
支
援
教
育

８月６日（火）
午前９時30分

終
日

船越小　教諭
　田中　靖子

有玉小　教諭
　横井　綾乃

県居小　校長
　鈴木　彰一

中郡小　校長
　渥美　公恵

部会ごとの会場を、リ
モートで接続します。

＜１ブロック＞
１部会：県居小
２部会：佐鳴台中

＜２ブロック＞
３部会：可美小
４部会：中郡小

＜３ブロック＞
６部会：神久呂中
７部会：気賀小

＜４ブロック＞
５部会：内野小
８部会：内野小

40台
40台

30台
60台

35台
35台

60台

午
前

午
後

午
前

都田南小 120台

午
後

浜北給食センター
北浜小

80台

午
前

午
後

都田中　校長
　生熊　和弘

午
前

午
後

学
校
図
書
館

８月６日（火）

午後９時30分

午
前

天竜壬生ホール 130台

午
前

午
後

養
護
教
諭

８月１日（木）
午前９時00分

８
部
会

清竜中

雄踏小 22台

20台

中川小

浜松市教育会館

153台

演題　「『本屋のない人生なんて』嫌だから、『しぶとい本屋』で生きていく」
講師　高久書店　代表　高木　久直　氏

生
徒
指
導

８月５日（月）

午前９時00分

講話　「不登校対策推進について」
講師　　浜松市教育委員会　教育支援課　河合　綾乃　指導主事

講話　「SSWとの連携について」
講師　スクールソーシャルワーカー　平川　悦子　氏

部会ごと事例検討

学
校
給
食

８月６日（火）
午前９時45分

【学校給食研究部のみの研修】
・浜北給食センターの見学
・食育推進取組についての情報交換

講演会
〇演題「ヤングケアラーの理解と支援の在り方」
〇講師「静岡きょうだい会」代表　沖　侑香里　氏

栄
養

８月６日（火）
午前９時45分

【学校給食研究部と合同研修】
・講話　「学校における食育推進について」
　講師　浜松市教育委員会　健康安全課　髙木　真理子　指導主事
・食育推進取組についての情報交換

【栄養研究部のみの研修】
・タブレット研修
・グループ研修

情
報
教
育

８月６日（火）
午前10時00分

演題　「情報活用能力の育成　授業実践編」
講師　静岡大学教育学部　准教授　塩田　真吾　氏

実技研修
ミライシードの新機能の操作方法
ベネッセコーポレーション

人
権
教
育

８月６日（火）

午前の部９:00

午後の部13:30

講話①
講師　浜松市人権啓発センター　渥美　竜三　氏
講話②
講師　人権擁護委員会副会長　　青山　敏郎　氏

情報交換会「人権擁護委員との懇談」

98台

産業展示館 170台

１　進路連絡協議会、研究集録について

２　講演
　　演題　「愛着障害と発達障害の理解と支援～社会参加を目指して～」
　　講師　和歌山大学教育学部教授　米澤　好史　氏

３　実践発表と協議
　①船越小　田中　靖子　教諭
　『どうぞよろしく「さくら学級」です
　　　～感性を育み、自己肯定感へ。環境づくりと図画工作科をベースにした
　　　　　　富塚西小学校の実践～』　　※富塚西小での実践の発表
　②有玉小　横井　綾乃　教諭
　『自分の考えをもち、伝えることができる子の育成
　　　　　　　～個別最適な学びと協働的な学びを通して～ 』

４　テーマに基づくグループ協議

５　各部会ごとに情報交換

※内野小をメイン会場として、リモートで各部会をつないで開催します。

都田南小

　190台

７
部
会

三方原中 28台

【栄養研究部と合同研修】
・講話　「学校における食育推進について」
　講師　浜松市教育委員会　健康安全課　髙木　真理子　指導主事
・食育推進取組についての情報交換

６
部
会



研究部 発　表　者 助　言　者 会　　場 駐車場日　　時 研　　修　　内　　容

午
前

午
後

午
前

金指小　校長
　前田　一成

熊小

午
後

浜松市立天竜自然体験
センター 湖畔の家

午
前

佐藤小　教諭
　鈴木　知里
二俣小　教諭
　古木　ちひろ

笠井小　校長
　伊藤　美香

午
後

午
前

橋爪幼稚園長
　髙林　督

中瀬幼稚園長
　澤田　佳江

浜松市教育会館 70台

午
後

新原幼稚園長
　内山　ふみえ
金指幼稚園長
　山下　ゆき江
伊佐見幼稚園長
　渡邉　里枝子
尾奈幼稚園長
　野中　広美

浜松市教育会館 　150台

運営委員
(研修グループ)

笠井小
　坂下　好花
丸塚中 主任
　齊藤　奈緒実

蒲小 主任
　村松　拓人

130台

28台

キ
ャ
リ
ア
教
育

８月６日（火）
午前９時30分

〇実践発表
「キャリア教育実践事例紹介」
〇指導案検討
　第３回指導案説明・質疑応答

浜松市総合産業展示館 180台

〇講義と演習
　テーマ「各校の特色を生かしたキャリア教育を推進していくために」
　講　師　筑波大学教授　藤田　晃之　氏

幼
児
教
育

７月26日（金）

【主任班】
午前９時15分

【教諭班】
午後１時30分

【主任班】
１　講話「園の要としての主任の役割」
　　講師　静岡県幼児教育サポートチーム
　　　　　浜松市秋野不矩美術館長　鈴木　英司　氏

２　グループ協議
　　視点に沿った実践について協議

３　班別全体会
　　助言者御指導

【教諭班】
１　講話「一人一人に応じた支援の在り方」
　　講師　浜松学院大学教授　志村　浩二　氏

２　小グループ協議
　　視点に基づいた協議

３　グループ別全体会
　　助言者御指導

小
規
模
校
教
育

８月６日（火）
午前９時30分

〇複式学級指導について

〇グループ協議（第３回研修会授業案検討、実践報告、実践計画の説明）

〇陶芸体験
　　講師　遠州天龍焼 剛窯　山口　剛　氏

外
国
人
指
導

・演習　日本語指導が必要な子どもたちの学力保障
　　　―在籍学級での支援、日本語教室での支援―
　　　講師　山梨県甲府市立大国小学校　今澤　悌　　　教諭
　　　講師　京都府教育委員会　　　　　大菅　佐妃子　指導主事
・中学校区ごとの情報交換会

８月６日（火）
午前９時30分

事
務

７月25日（木）

午前９時00分

平山小　校長
　足立　成寿

浜松市教育会館 190台

（１）事例研究
　　　「困ったさんのちょこっと研修」

（２）実践発表・視察報告
　　　①実践発表「６年生に向けたキャリア教育への取り組み」
　　　②視察報告「愛知教育大学　教育ガバナンスコース視察について」

（３）講座
　　　『 絵心なくてもＯＫ！　考える力を鍛える
　　　　　　　「グラフィックレコーディング講座」 』
　　　　　　　講師　デザイナー　吉田　瑞紀　氏

（４）基調提案・分散会
　　　①基調提案「育成指標について」
　　　②分散会「育成指標ことはじめ」

終
日

・講義　日本語指導が必要な子どもたちの学力保障
　　　―在籍学級での支援、日本語教室での支援―
　　　講師　山梨県甲府市立大国小学校　今澤　悌　　　教諭
　　　講師　京都府教育委員会　　　　　大菅　佐妃子　指導主事

浜松市教育センター
浜松市教育委員会
教育支援課指導主事
　江間　成昭　氏

【 留 意 事 項 】

（１）開催要項の「日時」の時刻は、研修会開始時刻です。

（２）それぞれの会場の収容人数及び駐車場に限りがありますので、登録外の研究部研修会への
参加は御遠慮ください。

（３）同様の理由で一般市民の参加も受け付けません。

（４）研究部の状況で、午前または午後だけ等、半日開催の場合があります。研修会が行われな
い時間の勤務については、通常の出勤や有給休暇など明確にしてください。


